
 

 

  

  

 

都市の緑３表彰 受賞者決定 
「第42回緑の都市賞」「第33回緑の環境プラン大賞」「第21回屋上・壁面緑化技術コンクール」 

 

 
 
（公財）都市緑化機構では、人々の暮らしに潤いと安らぎを与え、地球温暖

化の抑制や生物多様性の保全に寄与する都市の緑地保全と緑化推進の普及啓

発を目的とした３つの表彰事業「都市の緑３表彰」を実施しております。  
このたび、厳正な審査の結果、内閣総理大臣賞をはじめとする各賞の受賞者

を決定いたしました。  

第４2 回緑の都市賞 ≪内閣総理大臣賞、国土交通大臣賞、他≫ 
１９８１ (昭和５６ )年に創設。緑豊かな都市づくりの推進を目的に、みど

りを用いた環境の改善、景観の向上、地域社会の活性化等に先進的かつ意

欲的に取り組み、良好な成果を挙げている市民団体、企業、地方公共団体等

を表彰します。（P2-P5） 

第３3 回緑の環境プラン大賞≪国土交通大臣賞、他≫ 

１９９０ (平成２ )年に創設。同年に開催された「国際花と緑の博覧会」の

理念を踏まえ、緑豊かな都市環境で育まれる人と自然とのふれあいやコミ

ュニティの醸成等の実現に資する緑化プランについて、優秀作を表彰する

とともに、そのプランの実現のための助成を行います。（P6-P9）  

第 21 回 屋上・壁面緑化技術コンクール≪国土交通大臣賞、環境大臣賞、他≫ 
２００２ (平成１４ )年に創設。都市環境の改善と豊かな都市生活の実現を

目的として、これまで緑化が困難とされてきた屋上、壁面等の特殊空間の緑

化に積極的に取り組み、優れた成果をあげている民間企業、地方公共団体、

個人等を表彰します。（P10-P12） 

 

＊表彰式は、令和 4 年 11 月 21 日 (月 )に明治記念館（東京都港区）にて開催いたします。  

 

主催  （公財）都市緑化機構：会長  矢野龍  東京都千代田区神田神保町 3-2-4  

（一財）第一生命財団：理事長  斎藤勝利  東京都千代田区平河町 1-2-10 ※  

※  緑の環境プラン大賞主催  

緑豊かなまちづくりに貢献する市民団体、企業等を表彰します 

発信元：（公財）都市緑化機構   
TEL:03-5216-7191  

2022 年 10 月 14 日プレスリリース  
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第４２回 緑の都市賞 受賞団体 

応募総数３６件、第一次審査会：２０２２年８月２５日、第二次審査会９月１４日 

◎内閣総理大臣賞 [１点] 

部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

緑
の
ま
ち
づ
く
り
部
門 

持続可能な「森の都」

の大展開 

（熊本県熊本市） 

熊本市 

歴史文化と自然環境の恵みにあふ

れる「森の都」である熊本市では、近

年、緑の質の向上を課題に、中心市

街地にて産学官民で連携した様々

な緑・オープンスペースの施策に取

り組み、成果を上げている。市域全

体で緑のまちづくりを推進している

点が高く評価された。 

 

 

◎国土交通大臣賞 [３点] 

部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

緑
の
市
民
協
働
部
門 

時を超える杜の 

キャンパス ーー 

響き合う自然・人・

学び 

（宮城県仙台市） 

学校法人 宮城学院/

水の森里の会 

都市部に残る貴重な緑地を、杜の

都のグリーンインフラとして捉え、学

院と市民団体が協働で保全・再生

に取り組んでいる。自然環境を活か

した教育プログラムの創出、豊かな

心を育む学び舎の醸成、地域コミュ

ニティと連携した「みどりの文化」の

発信が高く評価された。 

 

緑
の
市
民
協
働
部
門 

都市公園でのビオ

トープとナチュラ

ルガーデンづくり 

（滋賀県大津市） 

森の風音/せた♪森

のようちえん 

滋賀県営都市公園「びわこ文化公

園」での里山作業や草花・樹木の育

成活動を通じ、高齢者の健康福祉

と、子どもたちの野外保育の場を整

備している。長期に渡る森林内環境

整備に加え、「森のようちえん」を誘

致し取組みを拡充している点が高く

評価された。 

 

緑
の
ま
ち
づ
く
り
部
門 

公園再整備が牽引

する公民連携まち

づくり 

（愛知県岡崎市） 

岡崎市 

公共空間を活用した公民連携プロ

ジェクトを実施することで、対象エリ

ア内の回遊を促し、街の活性化を図

る取組みが進められている。地元団

体や民間事業者を巻き込みながら、

暮らしの質とエリアの価値の向上等

の取組みが評価された。 

 

 

  

2



 

 

 

 

◎都市緑化機構会長賞 [３点]  

部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

緑
の
市
民
協
働
部
門 

里山まるごと花と

雑木による木漏れ

日計画 

（山口県周南市） 

「鹿野の風」 

プロジェクト 

人口減で苦しむ田舎で花や緑の力

を借りた木漏れ日計画を１１年前に

開始し、雑木の植樹、オープンガー

デンの開催、ベンチの設置、山野草

の森作りと活動を拡げ、最終ゴール

を素敵な「日本一のカフェの里」実

現とし、沈む地域に希望の風を吹

込むことを目指している。 

 

緑
の
事
業
活
動
部
門 

東京ワールドゲート 

“葺城の森“ 

（東京都港区） 

森トラスト株式会社

/株式会社安井建

築設計事務所/清

水建設株式会社/

株式会社ランドスケ

ープ・プラス/株式

会社ワークテクト 

歴史や文化、生物多様性、省エネ

ルギー、グリーンインフラの実装

等、様々な配慮が施された緑地を

創出。ポストコロナを見据え、オフィ

スワーカーや地域の人々等の施設

利用者が、豊かな緑のなかで快適

に過ごすことができる環境を整備し

ている。 

 

緑
の
ま
ち
づ
く
り
部
門 

上尾丸山公園水辺

再生事業 みんな

の持続「力・緑」 

（埼玉県上尾市） 

上尾市 

水質悪化や外来種による生態系の

劣化が課題となっていた上尾丸山

公園の大池にて、市民ボランティア

と協働で、かいぼりによる外来種の

駆除や湿地帯の整備などの取組み

により、地域本来の自然再生と水

質回復を進めると共に、地域社会

の活性化に貢献している。 

 

 

◎第一生命財団賞 [１点]  

部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

緑
の
市
民
協
働
部
門 

育てる芝生 

～イクシバ！ 

プロジェクト〜 

（東京都中央区） 

育てる芝生 

～イクシバ！ 

プロジェクト〜 

東京都中央区晴海にある黎明橋公

園の芝生広場にて、「芝生育ては

地域育て」をコンセプトに、地域住

民の主体的なボランティア活動が

実施されている。近隣住民が家庭

で育成した芝苗を自ら植えるなど、

芝生広場づくりを通じ、地域コミュニ

ティの醸成に貢献している。 
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◎奨励賞 [３点]  

部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

緑
の
市
民
協
働
部
門 

取手市里山・谷津田

保全「いもりの里」事

業 

（茨城県取手市） 

取手市里山・谷津田

保全「いもりの里」協

議会 

耕作放棄された里山・谷津田を守

り豊かな自然を次世代に継承する

ため、市民、大学、自治体が協力

し、アカハライモリをひとつの指標

とし、自然環境の再生保全を進め

る取組みを、教育や研究、コミュニ

ティの形成等にも役立てながら展

開している。 

 

緑
の
事
業
活
動
部
門 

CO・MO・RE 

YOTSUYA 

（コモレ四谷） 

（東京都新宿区） 

株式会社日本設計/

独立行政法人都市

再生機構/株式会社

三菱地所設計/大成

建設株式会社一級

建築士事務所 

都心部に立地する大規模複合施

設。周辺の江戸城外堀をはじめと

する変化に富んだ地形や自然・歴

史・街並みとの融合、調和を図り

つつ、防災機能も備えた複数の広

場や、敷地内歩行者通路の整備

により、回遊性や地域との繋がり、

憩い、賑わいの場を創出してい

る。 

 

緑
の
事
業
活
動
部
門 

東京ポートシティ 

竹芝オフィスタワー 

（東京都港区） 

東急不動産株式会

社/鹿島建設株式会

社/株式会社ランドス

ケープデザイン 

官民連携による再開発プロジェクト

で、地上から６階までステップ状に

連続するテラスに施された緑地は、

近隣住民やオフィスワーカー等施

設利用者の交流・憩いの場であり、

緑が持つ様々な環境貢献機能を体

感できるものとなっている。 
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第４２回 緑の都市賞 概要 

■目的 

緑豊かな都市づくり・まちづくりを目指し、樹木や花などの「みどり」を用いた環境の改善、景観の向上、緑のリサイクル等

に取組み、緑あふれる施設づくり、街並みづくりに卓越した成果を上げている市民活動団体及び企業等、並びに都市の緑

の保全や緑化の推進にあたり個性的な施策に取組み、顕著な成果を上げている地方公共団体を顕彰することにより都市緑

化普及啓発の推進、地球にやさしい生活環境の保全、創出を図り、もって緑豊かな安全、快適な都市の実現に寄与するこ

とを目的としています。 

■募集の対象 

緑の市民協働部門 応募資格：主に市民団体 

ボランティアを基本とした緑化活動で、地域の社会や環境へ貢献するもの 

緑の事業活動部門 応募資格：主に民間事業者 

・民間、公共を問わず都市の緑の保全や創出を事業活動またはその一環として取組んでいるも

の 

・NPO 法人等で、公園の指定管理者など活動の大半を委託事業として取組んでいるものも含む 

・学校や病院等で、業者委託として緑地の整備や管理を行っているものも含む 

緑のまちづくり部門 応募資格：主に市区町村 

都市全般の緑化に取組み、その成果をあげているもので、地域の個性を活かした緑化を展開し

ているもの 

■表彰 

内閣総理大臣賞 １点    [賞状、副賞及び活動助成金（20 万円）] 

国土交通大臣賞 ３点以内 [賞状、副賞及び活動助成金（15 万円）] 

都市緑化機構会長賞 ３点以内 [賞状及び活動助成金（10 万円）] 

第一生命財団賞 １点 [賞状及び活動助成金（10 万円）] 

奨励賞 若干    [賞状及び活動助成金（ 5 万円）] 

  ※副賞の活動助成金は｢緑の市民協働部門」の受賞団体のみを対象。 

■スケジュール 

募集期間 2022 年 4 月 1 日～6 月 30 日 入選発表 2022 年 10 月 14 日 

審査会 一次：2022 年 8 月 25 日 二次：9 月 14 日   

 

■審査委員 

委員長 樺 山 紘 一 公益財団法人渋沢栄一記念財団 理事長/一般社団法人学士会 理事長 

委  員 天河 宏文   国土交通省 都市局長 

池邊このみ   千葉大学大学院園芸学研究院 教授 

佐 藤  滋 早稲田大学 名誉教授 

篠 沢 健 太   工学院大学建築学部まちづくり学科 教授 

野 口 智 子 ゆとり研究所 所長/NPO 法人スローライフジャパン 副理事長 

堀 内 保 潔 一般社団法人日本経済団体連合会 産業政策本部長 

盛 田 里 香   一般財団法人第一生命財団 常務理事 

柳 井 重 人   千葉大学大学院園芸学研究院 教授 

梛 野 良 明 公益財団法人都市緑化機構 専務理事 

■主催等 

主   催：公益財団法人都市緑化機構 

後   援：国土交通省,総務省,環境省,全国知事会,全国市長会,全国町村会, 第一生命保険株式会社 

特別協賛：一般財団法人第一生命財団 

協   力：日本商工会議所,公益社団法人日本青年会議所,一般社団法人日本公園緑地協会, 

一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会, 一般財団法人公園財団, 

一般財団法人日本造園修景協会, 一般財団法人日本緑化センター,公益財団法人河川財団, 

一般社団法人日本建設業連合会  
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応募総数３３件、予備審査会：２０２２年８月１日、本審査会：２０２２年８月２３日 

 
◎国土交通大臣賞［２点］ 

賞 作品名/場所 受賞者名  概 要  

シ
ン
ボ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

住民が憩う新しい里山

「八木山テラス」の創生 

(宮城県仙台市) 

金剛沢緑地 

愛護協力会 

「八木山テラス」は、宅地開発された仙台市

の市街地に残る「金剛沢緑地」の一部で、本

プランは東北大学から譲り受けた仙台城二

の丸の石垣を再利用した雨庭やビオトープ

を整備するものです。適度に手入れされ豊

かな生き物を育む里山と、季節を彩る草花

が植栽された広場が融合した市民の憩いの

場の創出を目指すプランです。  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

緑が育つ人が集まる

みんなのガーデン 

「ららぱーく」 

（千葉県市原市） 

花咲き山 

長年地域の憩いの場として親しまれ、小学

校の校外学習の場としても活用されてきた

コミュニティガーデンを、近隣の城跡の史跡

指定をきっかけに更に充実させ、多世代交

流促進のために整備するプランです。被災

地の桜などを植樹してシンボルツリーとして

いるほか、落ち葉や竹チップの再利用など

環境への寄与にも配慮しています。  

 

◎都市緑化機構賞 [１点] 
部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

シ
ン
ボ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

北潟湖畔ガーデン 

体験と交流が生まれる 

クロステラス 

(福井県あわら市) 

特定非営利活動法人  

ａｗａｒａｒｔE

ア ワ ラ ー ト

 

北潟湖の河川敷に、カフェやマルシェ、ピク

ニック、自然体験プログラム、北潟湖の眺

望、コミュニティガーデン等多彩なプログラ

ムが展開される広場を整備し、近隣住民の

みならずサイクリングやドライブの来訪者を

含めた、多世代、他分野の様々な人々が集

い憩う空間づくりとエシカルな社会づくりを目

指すプランです。 

 

 

◎第一生命賞［１点］ 

賞 作品名/場所 受賞者名  概 要  

シ
ン
ボ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

札幌イオルの森 

(北海道札幌市) 
札幌アイヌ協会 

アイヌ文化を支える食料や木材などを供給

する、居住地（コタン）周辺の山や川の環境

「イオル」の再生は、アイヌ文化の振興に不

可欠です。「札幌市アイヌ文化交流センタ

ー」の敷地の一部に、アイヌ民族が利用して

きた在来種の森「イオル空間」を「生態学的

混播・混植法」により整備し、アイヌ文化の振

興と継承を目指すプランです。  

 

 

 

 

 

 

第３３回 緑の環境プラン大賞 受賞団体 
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◎第一生命財団賞 [１点] 
部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

自然やいのちと共生

する不登校の子ども

の居場所づくり 

（滋賀県大津市） 

一般社団法人 

異才ネットワーク 

不登校の子どもたちの心身の健全な育成と

自立を、緑を通じてサポートする拠点を作る

プランです。仲間と共に畑作業などの土いじ

りをすることで、命との共生を実感すること

ができます。さらに地域住民と共に野菜や

ハーブを収穫し、調理や食事をする等の交

流を通じて、不登校生徒への理解を深め地

域コミュニティへ溶け込む環境を作ります。  

 

◎コミュニティ大賞 [８点] 
部門 作品名/場所 受賞者名  概 要  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

食・農・遊び 

五感を育む園庭作り

プロジェクト 

（宮城県遠田郡美里町） 

社会福祉法人 

想伝舎 

子どもたちが食農体験を通じて自然の

造形や色彩の美しさ、発見の喜びに出

会うことのできる園庭を作るプランで

す。収穫物の販売等を通じて、子ども

たちが周辺住民とのつながりや自然の

循環を体感し、五感を育みながら健全

な成長を目指す環境を提供します。  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

みんなの広場 

 いこいの杜（もり） 

（群馬県藤岡市） 

群馬県立 

藤岡北高等学校 

環境土木科 

ガーデニングコース 

高校生がＳＤＧｓをコンセプトに考えたプラン

です。藤岡特別支援学校の農作業学習の

休憩場所と、地域住民と支援学校生徒の

相互理解を深める交流の場としての役割を

果たす「いこいの杜」を作ります。ブドウ棚や

丸太椅子は木材を再利用するなど、環境に

も配慮しています。  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

富岡の歴史に触れる庭

プロジェクト 

（群馬県富岡市） 

群馬県立 

富岡実業高等学校 

草花部 

国の登録有形文化財であり、かつてツツジ

の名所であった「富岡市社会教育館」の庭

園の再生を目指すプランです。地域住民や

来訪者にツツジを中心とした季節の花々を

楽しみ、富岡市の歴史と自然への関心を高

めてもらうと共に、ツツジの苗木配布やイベ

ント開催等を通じて環境整備や地域活性化

につなげていきます。  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

みんなの花壇 

プロジェクト 

（新潟県北蒲原郡 

聖籠町） 

新潟県立 

島見緑地聖籠緑地 

指定管理者 

株式会社日建緑地 

「公園で健康に」のコンセプトのもと、多くの

人が訪れる県立公園内に５つのテーマに基

づいた多彩な花々を植栽するプランです。

人と植物をつなぐ地域の交流拠点として、

花壇作りや園芸療法士によるプログラムの

実践などに取り組み、住民の健康増進と憩

いの場を提供します。 
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ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

どんぐりの森 

コミュニティガーデン 

（岡山県備前市） 

特定非営利活動法人 

備前プレーパークの会 

保育園に隣接する敷地に様々な樹木を植

栽し、子どもたちが活発に遊び健やかに育

つ「どんぐりの森」として整備するプランで

す。小さなどんぐりの実が大きな木に成長し

ていくように、この公園作りを通して子ども・

親・地域の大人たちをつなぎ、人と環境に優

しいコミュニティの形成へと広げていきま

す。  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

ウェルカム 

「レイン」ガーデン 

”ぽぽぽ” 

（香川県高松市） 

香川大学 

創造工学部 

環境デザイン工学領域 

都市型氾濫対策のひとつとして日本でも注

目されつつある、グリーンインフラの一形態

「雨庭(レインガーデン)」を大学構内に設置

するプランです。学生・教職員が専門知識を

活かして、デザイン、設計、造成に至るまで

協同で行います。造園材の一部に建築廃

材を積極的に活用するなど、環境面にも配

慮しています。 
 

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

1年まいにちワクワクを

見つけに行こう！ 

（大分県中津市） 

社会福祉法人 

如水福祉会 

如水こども園 

季節感ある花や果樹を植栽して、こど

もたちが１年の変化を楽しみ、ワクワク

しながら自然を感じられる園庭を作る

プランです。園路は自然素材の三和土

を使用して園児や保護者、周辺住民が

協働で作り、地域交流を深める場とし

ます。  

ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
部
門 

季節を感じる熊農緑地

～地域の拠点としての

役割を発信する 

空間づくり～ 

（熊本県熊本市） 

熊本県立 

熊本農業高等学校 

創立１２４年目を迎える農業高校内の

敷地をリニューアルするプランです。花

や紅葉を楽しめる樹木を植栽し、地域

住民に季節感を感じてもらえる憩いと

交流の場とするほか、災害時の避難場

所としても活用します。また、飼育動物

の見学や野菜の収穫体験に訪れる近

隣の園児たちが、安心して遊び回るこ

とのできる環境の整備も行います。 
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第 33 回 緑の環境プラン大賞 の概要 

 

■目的 

全国から緑化プランを公募し、優れたプランを表彰するとともにその実現のために緑化工事助成を行うことで、

緑豊かな環境の形成を図り、生活の質の向上やコミュニティの醸成等につなげるものです。 

 

■募集の対象 

シンボル・ガーデン 

部門 
全国を対象 

緑の持つ環境保全機能（ヒートアイランド緩和効果・生物多様性保全効果等）を

積極的に取り入れることにより、人と自然が共生する都市環境の形成やコミュニ

ティの活性化に寄与するアイデアを盛り込んだ地域のシンボル的な緑地プラン

を募集します。 

ポケット・ガーデン 

部門 
全国を対象 

日常的な花や緑の活動およびクールスポットの創出を通して、地域交流やコミュ

ニティの活性化・子どもの遊び場作り、保育園・幼稚園、学校、福祉施設等での

情操教育や身近な環境の改善等のアイデアを盛り込んだプランを募集します。 

 

■表彰 

 ●シンボル・ガーデン部門 

国土交通大臣賞 １点 

副賞 800 万円以内（工事に対する助成金） 都市緑化機構賞 １点 

第一生命賞 １点 

 ●ポケット・ガーデン部門 

国土交通大臣賞 １点 

副賞 100 万円以内（工事に対する助成金） 第一生命財団賞 １点 

コミュニティ大賞 ８点 

 

 

■審査委員 

委員長 進 士  五十八 東京農業大学名誉教授・元学長 福井県立大学名誉教授・前学長 

委 員 天 河  宏 文 国土交通省 都市局長 

稲 垣  精 二 第一生命保険株式会社 代表取締役社長 

 近 藤  豊 和  株式会社産業経済新聞社 上席執行役員 

坂 井     文  東京都市大学 都市生活学部 教授 

 永 山  妙 子 マネジメントコンサルタント 

 三 上  真 史 俳優・タレント 

 村 上  暁 信   筑波大学 システム情報系 教授  

 盛 田  里 香 一般財団法人第一生命財団 常務理事 

 梛 野  良 明 公益財団法人都市緑化機構 専務理事 

（順不同,敬称略,2022 年 7月現在） 

■スケジュール 

募集期間 2022 年 4 月 1 日～6 月 30日 入選発表 2022 年 10 月 14 日 

審査会 2022 年 8 月 23 日   

 

■主催等 

主   催：公益財団法人都市緑化機構，一般財団法人第一生命財団 

後   援：国土交通省，環境省，全国知事会，全国市長会，全国町村会，第一生命保険株式会社  

協   力：一般社団法人建設広報協会，一般社団法人日本公園緑地協会， 

一般社団法人日本造園建設業協会，都市緑化基金等連絡協議会，株式会社産業経済新聞社 
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応募総数件11件 （屋上緑化部門：6件、壁面・特殊緑化部門：4件、特定テーマ部門：1件） 

予備審査会：2022年7月25日／本審査委員会：2022年9月6日 

◎国土交通大臣賞 [2点]  

部門 作品名/場所  受賞者名 概要  

屋上緑化 

部門 

GREEN 
SPRINGS 

（東京都立川市） 

株式会社立飛ホールディン

グス/株式会社立飛ストラテ

ジーラボ/株式会社ランドス

ケープ・プラス/株式会社山

下設計/株式会社大林組/

株式会社日比谷アメニス 

本作品はJR立川駅北側の複合施設

の緑化である。各施設は圧倒的な緑

と水に囲まれた約1haの広場に面

し、緑豊かな屋外とつながる縁側空

間が設けられている。玉川上水のせ

せらぎを再生した「カスケード」、多摩

川の湾処環境を再現した「ビオトー

プ」は子どもたちが地域の環境を学

べるフィールドになっている。 

 

壁面・ 

特殊緑化 

部門 

JR熊本駅ビル 

（熊本県熊本市） 

九州旅客鉄道株式会社/株

式会社JR熊本シティ/株式会

社日建設計/株式会社大林組 

安藤造園土木株式会社/株式

会社グリーバル 

本作品は商業ビルのパブリックスペ

ースの緑化である。高さ約30ｍの石

壁の壁面緑化と階層状の屋内緑化

による「立体庭園」は、阿蘇地方特

有の自然のエッセンスを取り入れ、

人々に健康と幸福を与えるバイオフ

ィリックデザインに取り組んでいる。

庭園内では心地よい水音や自然に

近い空気の流れを生み出している。 
 

 

◎環境大臣賞 [2点]  

部門 作品名/場所  受賞者名 概要  

屋上緑化 

部門 

東京ポートシティ 
竹芝 

オフィスタワー 

（東京都港区） 

東急不動産株式会社/鹿島

建設株式会社/株式会社ラ

ンドスケープデザイン 

本作品はオフィスタワーの2～6階ま

での立体広場の緑化である。約

1,700㎡の屋上緑化と約300㎡のグリ

ーンカーテンで囲まれたスキップテラ

スでは、「竹芝新八景」というテーマ

のもと、養蜂や水田、ハーブガーデ

ン、菜園などの様々な環境教育の取

組みが実施され、そのにぎわいが街

へと広がっている。 

 

壁面・ 

特殊緑化 

部門 

CO・MO・RE 

YOTSUYA 

（コモレ四谷） 

（東京都新宿区） 

大成建設株式会社一級建

築士事務所/独立行政法人

都市再生機構/株式会社日

本設計/株式会社三菱地所

設計  

本作品は四ツ谷駅前に立地する複

合施設の緑化である。十分な土量を

確保した多面基盤植栽は、竣工初

期からボリューム感のある緑を創出

した。地上部の緑地からステップ状

に緑が連続する『丘』は、通年して緑

量を保つよう計画しており、季節の

変化を見せながらダイナミックな緑

化空間を形成している。 

 

 

 

第21回 「屋上・壁面緑化技術コンクール」受賞団体 
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◎日本経済新聞社賞 [2点]  

部門 作品名/場所  受賞者名 概要  

屋上緑化 

部門 

日環アリーナ栃木 
（栃木県総合運動 
公園東エリア） 

（栃木県宇都宮市） 

株式会社梓設計/大成建設

株式会社/株式会社安藤設

計/有限会社ソラ・アソシエ

イツ 

本作品は運動公園施設の緑化であ

る。地下通路の周辺一帯を掘り下

げ、2階の広場までを緩やかにつな

ぎ、公園との一体性を確保した。高

茎草原群落を導入するため、県内か

ら採集した苗や種を育成した『群集

マット』を設置し、『交流の丘』、『マロ

ニエテラス』をおおらかな原っぱのよ

うな空間に仕上げている。 

 

特定テーマ 

部門 

竹中技術研究所・ 
技術展示室 

グリーンラウンジ 

（千葉県印西市） 

株式会社竹中工務店/株式

会社パーク・コーポレーショ

ン/国立大学法人千葉大学/

株式会社朝日興産 

本作品は屋外ワークスペースの緑

化である。基盤厚さ10㎜で多様な樹

木が生育する薄層緑化システムを

開発することで、耐荷重性能が低い

屋上空間でも、樹木植栽による四季

を彩る緑化空間を創出した。さらにこ

の場で園芸活動を提供し、小規模緑

化空間でも勤務者の健康増進に活

用できることも示された。 

 

 

◎都市緑化機構会長賞 [1点] 

部門 作品名/場所  受賞者名 概要  

屋上緑化 

部門 

WATERS 
takeshiba 

（東京都港区） 

東日本旅客鉄道株式会社/

株式会社JR東日本建築設計

/株式会社ランドスケープデ

ザイン/清水建設株式会社 

本作品は２棟構成の複合施設の低

層階テラスにおける緑化である。地

上の芝生広場から、それを囲むよう

に位置するテラスへと連続する立体

的な植栽となっている。施設構造

や、周辺環境に配慮した人工軽量土

壌を用いた重層的な緑化空間は、季

節の変化や彩りを身近に楽しむ地域

の公園のような存在となっている。 

 

 

◎奨励賞 [該当なし] 
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第21回 屋上・壁面緑化技術コンクール 概要 
■目的 

屋上等特殊空間の緑化について、積極的に取り組み優れた成果をあげている民間企業、公共団体、個人等を顕彰

することにより、屋上等特殊空間の緑化技術の一層の普及推進を図り、もって都市環境の改善を進め、豊かな都市生

活の実現に寄与することを目的としています。 

■応募対象 

屋上緑化部門 建築物の屋上、屋根の緑化、 

地下駐車場などの屋外の地下躯体上の緑化（人工地盤上の緑化） 

壁面・特殊緑化部門 

①建築物の壁面の緑化 

②土木構造物の壁面(高架道路壁面、擁壁等）の緑化 

③土木構造物の高架(道路・鉄道高架部分、橋等)上・下空間の緑化 

④屋内(アトリウム、居室、地下空間等)、ベランダの緑化 

⑤その他通常の方法では緑化が困難な空間の緑化 

特定テーマ部門 

「小規模空間の緑化」 

屋上緑化部門、壁面・特殊緑化部門に準ずる、応募作品の面積が300㎡以下の緑化 

・応募作品の完成時期：2021年3月31日までに完成したもの。 

■表彰 
表彰 表彰者 部門と表彰作品数 適用 

国土交通大臣賞 国土交通大臣 

異なる部門から 

２点以内 

土木・建築計画、都市計画等の観点から、特に技術水準が高く、

今後の都市緑化技術の模範となる最も優れた作品 

環境大臣賞 環境大臣 
生物多様性、環境への配慮等の観点から、特に技術水準が高

く、今後の環境緑化技術の模範となる最も優れた作品 

日本経済新聞社賞 日本経済新聞社 
商業施設における緑化の効果により、経済・社会等に好影響を

与えた緑化技術等に優れた作品 

都市緑化機構会長賞 都市緑化機構会長 
全部門から 

１～２点以内 

技術面や緑化技術の普及啓発面での先駆的な取組みが優れた

作品又は、特に類を見ない特色を有する優れた作品 

奨励賞 審査委員長 
特定テーマ部門 

のみ１点 
地域の課題解決に資し、緑化による先駆な取組みが優れた作品 

■スケジュール 

募 集 期 間 2022年04月11日～6月30日 入 選 発 表 2022年10月14日 

予 備 審 査 会 2022年07月25日 本審査委会 2022年09月 6日 

■審査委員 

委員長 山田   宏之 大阪公立大学農学部 教授 

委 員 飯島  健太郎 東京都市大学環境学部環境創生学科 教授 

 井上     洋  明治大学国際日本学部 兼任講師 

    今村   芳恵 一般財団法人日本建築センター 常務理事 

    貝島   桃代 スイス連邦工科大学チューリッヒ校建築振る舞い学 教授 / アトリエ・ワン 

    佐々木  大輔 日経BP 日経 xTECH（クロステック）編集 / 日経アーキテクチュア編集長 

    鈴木   克彦 環境省水・大気環境局大気環境課 大気生活環境室長 

 盛田   里香 一般財団法人第一生命財団 常務理事 

 湯澤   将憲 国土交通省都市局公園緑地・景観課 緑地環境室長 

    梛野   良明 公益財団法人都市緑化機構 専務理事 

■主催･後援等 
・主  催：公益財団法人都市緑化機構 

・後  援：国土交通省、 環境省、 東京都、 日本経済新聞社、第一生命保険株式会社 

・特別協賛：一般財団法人第一生命財団 

・協  賛：住友林業株式会社 

・協  力：一般財団法人公園財団、 公益財団法人都市計画協会、 一般財団法人日本造園修景協会、 一般財団法人日本緑化センタ

ー、 一般社団法人日本公園緑地協会、 一般社団法人日本造園建設業協会、 一般社団法人日本公園施設業協会、 一般社団法人

日本建設業連合会、 一般社団法人公共建築協会、 一般社団法人不動産協会、 一般社団法人日本造園組合連合会、 一般社団法

人日本植木協会、 一般社団法人都市計画コンサルタント協会、 公益社団法人日本造園学会、 一般社団法人日本ビルヂング協会

連合会、 一般社団法人日本建築学会、 一般財団法人日本建築センター、 一般財団法人日本宝くじ協会、 一般財団法人民間都市

開発推進機構、 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会、 一般社団法人ランドスケープアーキテクト連盟、 公益財団法人

都市づくりパブリックデザインセンター 

12


	01_３賞リリース_鑑_221003
	02_42都_リリース_都市賞_221006R
	03_33プラン賞_リリース_221005 
	04_21コ_リリース221006_長体なし



